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１．研究計画の概要 

研究計画は2007年において、「感性意図構

造の表現定義と分析、感性意図構造の解析手

法の提案と実験による有効性の評価」を計画

し、2008年度以降において、「発話感性意図

構造から応答感性意図構造への変換、応答感

性意図構造からの応答文生成手法と評価シス

テムの開発、感性意図構造変換による感性コ

ミュニケーションの評価」を計画した。 

 
２．研究の進捗状況 
（１） 助述表現による感性意図構造の分

析と知識辞書構築 
助述表現を含む“ジュースを持ってき

てくれていないじゃないか”を感性意図
構造「感性＜不満＞｛ジュース＜飲み物
＞、持ってくる＜受領＞｝と解析する知
識分析と知識構築を研究した。 

（２） 対象変化による感性意図構造の分

析と知識辞書構築 

“のどがかわいた”は、対象が「の

ど」で明示されているが、「のどが＋

かわく」の意味共起により、異なる対

象＜飲み物＞と感性＜不満＞による発

話感性意図構造＜不満＞｛飲み物＜対

象＞｝を解析するための知識分析と知

識辞書構築を研究した。 

（３） 状況と対象が変化する感性意図構

造の分析と知識辞書構築 

“ハンドルが取られる”による感性

意図構造「感性＜不安＞｛運転中＜状況

＞、自動車のハンドル（対象）、取られ

る＜振れる＞｝」を解析する知識分析

と知識辞書構築を研究した。 

（４） 感性意図構造の解析手法の提案と

実験による有効性の評価 

構築された知識所書の検索手法を提

案し，解析手法を実装する研究した。 

構築された知識辞書から感性と意図を

融合した意味共起関係を高速に検索す

るために、「ダブル配列」によるリンク

トライ構造を拡充し、実装した。 

（５） 発話感性意図構造から応答感性意

図構造の変換手法の提案 

“ジュースを持ってきてくれていない

じゃないか”の感性意図構造である感性

＜不満＞｛＜飲み物(対象)＞、＜受領＞

｝を応答感性意図構造である感性＜謝罪

＞と感性＜充足＞｛＜飲み物＞｝に変換

する手法を提案した。 

（６） 抽象化された感性意図構造の変換

方式の確立 

“のどがかわいた”の感性＜不満＞｛

＜飲み物(対象)＞｝も同じ枠組みで変換

できた。また、状況変化の感性＜不安＞

｛運転中＜状況＞、ハンドル＜運転部品

＞｝からの感性＜安心＞｛タイヤ＜走行

部品＞、＜改善＞｝への感性意図構造変

換も、状況分類に対する感性意図構造が

定義できれば、同様に変換できることを

実験実証した。  
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（７） 応答感性意図構造からの応答文生

成手法と評価システムの開発 

応答感性意図構造「感性＜勧誘＞｛＜

飲み物＞｝」からの表層の応答文候補

を、概念＜飲み物＞の単語候補と＜勧

誘＞表現の組み合わせの知識により生

成した。感性構造における“ジュース”

などの具体的単語は感性構造に組み入

れていないが、発話と応答における表

層単語の整合は実装上の問題であるの

で、評価システムの開発を行った。 

 
３．現在までの達成度 
 ①当初の計画以上に進展している 
（理由） 
 2007～2009 年年度の研究計画に沿って、十
分な進捗結果が得られた。特に、感性構造の
構築で予想外の問題点が発見されたが、研究
代表者と担当者の創意工夫により、新たな手
法が発見されることで、計画以上の達成度を
あげることができた。 
 
４．今後の研究の推進方策 
（１） 少子高齢化社会による介護や育児、

身障者やストレス回避支援への波及と

意義 

感性コミュニケーションの研究成果

により、汎用的な対話知識の構築効率が

向上し、対話機能の低下した高齢者介護、

少子化による育児支援（労働時間確保に

関係する）、身障者の対話支援、コミュ

ニケーション不足によるストレス解消

支援などへの幅広い波及効果と意義が

ある。 

（２） 医療福祉分野への波及性と意義 

医療電子カルテの音声入力分野に、電

子カルテからの患者への対話インフォー

ムドコンセント、薬投与の過誤などの医

療ミスの音声警告支援など国民の医療リ

スク対策への発展性が期待できる。 
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